
令和４年度
学校の教育目標を踏まえた学力向上の重点目標 学力向上検討委員会構成

学力向上推進員 委員 校長 湊貴司，教頭 岩根正明，遠藤明子 校長
生徒が主体的に学習に取り組み， 学ぶ喜び，分かる喜びを味わえる授業の実践 久米輝(２学年主 １学年主任 桝井美保，３学年主任 藤川靖，

任) 教務主任 吉田京子

石田靖奈 各学年学力向上担当 吉本岳史 湊 貴 司

【各校の取組状況の把握について】
◎次の（１）～（３）をバランスよく取り組み，学力の向上を推進

日々の教職員同士の対話，管理職への報告など，様々な機会を捉え，取組状況の把握を行う。
（１）知識・技能の習得

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項

○生徒は真面目に授業に取り組むこと ○高い目標を持ち，向上心を持ちながら ○ミライシードなどのアプリや小テストなど ○ミライシードを活用しつつ，小テ ○ Metamoji などタブレットを使用した ○授業中と家庭でのタブレットの活
ができている。学力を定着させるため 知識・技能の習得に喜びを感じ，繰り返 を活用し，繰り返し行うことでどの生徒にも ストの定期的な実施やMetaMojiも 授業の活動では生徒は積極的に，発 用を引き続き検討していく。学習に苦
に，課題を行い，提出する生徒が多い。 し学ぶことができる。 分かる喜びを実感や体験させる。 活用し，効率的に生徒が理解で 表などをしている。ミライシードを使った 手意識がある生徒がタブレットを使
●学習に対して苦手意識を持つ生徒と ○学習に苦手意識がある生徒もスモー ○相互参観授業やメンター制度を活用し， きるよう工夫する。 自宅学習には，生徒によって活用でき 用することで，前向きに活動に取り組
意欲的に取り組む生徒との二極化がす ルステップを経て，分かる喜びを感じるこ 教師の授業技術を共有する。また，日々の ○２学期にも相互参観授業を活 ているかの差があり，課題と思われる。 めるように方策を立てる。
すんでおり，それに対する支援の在り とができる。 教師同士の対話から気軽に授業技術を共 用し，教師の授業技術を共有し， ○相互参観授業を行うことで，生徒の ○相互参観授業の活性化させる。ど
方が課題である。また，タブレットの学 有する土壌を醸成する。 向上を目指す。 タブレットの活用などの参考になった。 のような工夫した授業を行っている
習を自主的に取り組む生徒は少ない。 〇効果的にタブレットを使った宿題を出す。 ○先生方の取り組みを職員室に掲示 のか広報していく。

し，授業の参考にできるようにした。

（２）思考力・判断力・表現力等の育成

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項

○与えられた課題について前向きに考 ○学んだことを生かして，深く考えること ○MetaMojiなどを活用し，自らの意見を級 ○MetaMojiとともにTeamsを活用 ○ Metamoji の活用は行われたが，教 ○学力向上の生徒，教員アンケート
えたり，取り組んだりすることができる。 ができ，かつ表現することができる。 友と共有し，主体的に思考して表現する態 し，意見を発信，共有する機会を 科などで Teams の活用を行うことは難 を Teamsを活用して行っていく。
●主体的に深く思考したり，筋道を立て ○仲間の意見を受け止めることができ， 度を育む。 増やす。 しかった。 ○引き続き生徒の書く力を高めるた
て表現したりすることが苦手である。 さらにその意見について思考し，練り上 ○思考・表現する機会を授業中に多く設 ○ステップアップや全国調査を受 ○ 2 ， 3学期は書くことを意識した授業 めに，年度始めから学年で共通した

げを行うことができる。 け，出た意見に対して，さらに掘り下げる発 けて，書くことに課題があることか 展開を行ったり思考力を問うような問題 思考ツールを使っていく。
問を工夫する。 ら記述する問題を取り入れる。 を解く時間を取ることができた。

（３）主体的に学習に取り組む態度の育成

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項

○チャイム前着席が定着しており，授 ○学ぶ喜びと分かる喜び，表現する喜び 〇毎時間，目標やめあてを掲げる。 ○それぞれの教職員が実施して ○時期が 12 月になってしまったが，書 ○ 1 学期から，研修を計画的に行
業の準備ができている。授業にも落ち を感じることができ，様々な学習におい ○生徒の自己評価(Ｒ８０やポートフォリオ いる授業のまとめや定着状況の く力を高めるための方策を講師の先生 い，早期に先生方に学んだことを活
着いて取り組むことができている。 て，主体的に取り組むことができる。 など)を行い，授業のまとめや定着状況の 確認方法について，成果と課題 にお話しいただき，学力向上研修を行う 用していただく。
●受け身の生徒が多く，主体的に学ぶ 確認を行う。生徒が主体的に取り組むこと を洗い出す。生徒の表現力等を ことができた。 ○学校評価のアンケートから，次年
ことが苦手であり，学ぶ喜びや分かる ができ，教師は生徒の定着状況を確認し， 高めるのために，書く力を育成で ○学校評価(全体)のアンケートでは，家 度の家庭学習に毎日取り組む生徒
喜びを感じていない生徒がいる。 次の授業展開を工夫できる。 きるような研修等を実施する。 庭学習に毎日取り組む生徒は 8 割，授 を 9 割，意欲的に取り組む生徒を 4

業や家庭学習に意欲的に取り組む生 割を目指して，取り組みを行う。
徒は約 3割だった。
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